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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

 

名古屋経済大学の建学の精神は、設置主体たる学校法人市邨学園の創立者・市邨芳

樹が明治 36（1903）年にその著『やぶつばき』のなかで述べた「一に人物、二に伎倆」

という言葉に集約される。市邨は次のように述べている。 

 現代の日本において最も必要なるは「人」なり。 

私がここに「人」とい云うは、所謂「人材」を云い、又単に「仕事のできる人」と

云う意味にあらず。私の所謂「人」とは、円満に発達せる常識を有し、社会人生に対

して正当なる理解あり、同情あり、頭の人たり、手の人たると同時に、情の人たり、

徳の人たるを云う。 

この如き人にして、始めて学あるも其の学に囚われず、才あるも其の才の為に煩わ

されず、術あるも小策を弄せず、人に接し事に処するや、理屈以外、専門知識以外、

政略以外に霊妙なる作用あり。 

日本は諸方面に人材乏しからず、然もややもすれば、教育は堕して単に知識の注入

となり、政治は権勢争奪の術となり、実業は貨殖以外に目的なきの観を 呈するに至る

は、私の所謂「人」に乏しきが為にして、尚他の弊害欠点も詳に其の因って来る所を

探れば、皆この点に帰せざるはなし。 

我が門の標語の一に曰く『一に人物、二に伎倆』と、世の人、夫れ深く之を思へ。 

名古屋経済大学は、明治 40（1907）年に女子の商業教育を目的として設立された名

古屋女子商業学校をその出発点とし、確かな「伎倆」を修得させる「実学」をその伝

統のひとつとしてきたが、同時に「商業教育はすなわち人物教育なり」とする市邨の

信念を継承し、「礼節を尊び、自主自立の意気に富み、実社会において責務を全うす

る人物」の育成を旨としてきた。名古屋経済大学学則第 1 条は「本学は、教育基本法

（平成 18 年法律第 120 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）の趣旨に基づき、

豊かな教養と専門的知識及び技能を授けるとともに、本学の建学精神に則り、人物教

育を主眼とし、個性を伸長して、実践的人物を育成し、広く社会に寄与することを目

的とする。」と謳っている。 

 

「実学」を重んじつつ、しかし教育が「堕して単に知識の注入となる」ことを戒め

た市邨芳樹の精神は、今日、新たな輝きを増しつつある。 

今、世界は大きな変化の時代を迎えている。ヒト、モノ、カネが国境を越えて活発

に移動し、地球の反対側の地域の出来事が、私たちの日常生活に直接影響を及ぼす時

代――グローバル化の時代が到来している。また、平成 23（2011）年の東日本大震災

と原発の大事故を経験して、産業や社会のあり方を含めて「何が大切か」にかかわる

人々の価値観が大きく変化しつつある。世界は「予測不可能な時代」に向かいつつあ

ると言ってよい。 

このように社会が大きく変容する時代あるいは予測困難な時代にあっては、教えら

れて覚え込んだ「知識」はやがて役に立たなくなる。近年、情報科学や生命科学の分

野をはじめ科学や技術の進歩がいちだんと勢いを増してきたことを見てもこれは明ら
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かである。今日は考えられないことが明日には実現するかもしれない。これまで常識

とされていた知識が役に立たなくなるかもしれないのである。 

そうだとすれば、これからの時代を担う若者に必要なのは、「知識の注入」ではない。

変化の時代、予測困難な時代に必要とされる力とは、「想定外の事態に遭遇したときに、

そこに存在する問題を発見し、それを解決するための道筋を見定める能力」（中教審答

申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」平成 24（2012）年 8 月 28

日）である。 

名古屋経済大学は、以上のような時代認識に基づき、また 100 年を超える市邨学園

の伝統を今日本学に求められる課題につなぐべく、平成 24（2012）年 7 月の大学評議

会において名古屋経済大学の理念と目標」を以下のように再定義した。 

『一に人物、二に伎倆』を謳う建学の精神と百年を超える学園の伝統を継承しつつ、

新しい時代と社会に対応する活力のある大学をつくる。 

 大学の総力を挙げて、在学生と教職員みずからにとって、進学を目指す高校生にと

って、そして地域社会にとって、魅力のある大学をつくる。 

 

さらに、若者たちの行末と社会の将来を考えるとき、看過できない状況が生まれて

いる。この数年間、大学、専門学校、高校を卒業した学生・生徒の 3 割強がアルバイ

ト、派遣社員、嘱託職員など「非正規雇用」を余儀なくされている。今後数十年間に

わたって社会を担っていくべき若者たちが、劣悪で、不安定で、スキルアップの機会

を与えられない非正規雇用に身をゆだね続けることは、当事者にとってはもちろん、

日本社会にとっても由々しき問題である。若者たちが確かな職を通して社会にしっか

り根を下ろすことなくして社会の健全な発展は望めないからである。 

 平成 26（2014）年 7 月の名古屋経済大学評議会は、このような状況を重大と認識し、

学生たちに職業を通して社会とつながることの重要性を教授するとともに、一人ひと

りの学生を確かな社会人すなわち新しい時代に応えうる「人材」として送り出す決意

を込めて、本学の特色と使命を次のように定め、今日に至っている。 

 実学と就職の MEIKEI！ 

 名古屋経済大学は、4 つの学部と短期大学部で 

     一人ひとりの学生を仕事につないでいく大学です。 

 発足以来 100 年以上を経た本学の建学の精神「一に人物、二に伎倆」に基づく「人

物教育」と「実学教育」の方針は、新しい時代に対応する再定義を重ねながら今もな

お連綿と受け継がれている。このような教育を通して培われた能力を備えた人材が、

それぞれの「仕事」を通して、地域社会のみならず国際社会において自己実現を全う

することが期待される。 

 

 

 

 

 


